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『歩道』と『木柵』が完成
日 の 出 の 森 広 場

広域基幹林道麻加江小萩線沿いの『日の出の森広場』に、平成

１４年度生活創造圏づくり推進事業として、杉やヒノキの間伐材を

使った８６ｍの『歩道』と『木柵』が完成。周辺との調和が見事です。

眼下に度会町の町並みが広がり、伊勢湾や五ヶ所湾、志摩半島を

望むには絶好のスポットで、緑豊かな山々と青い海に吸い込まれて

いくようです。

天気の良い日を選んで出かけてみてはいかがでしょうか。
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平成15年7月1日スタート
情報保護条例

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、
多
く

の
個
人
情
報
を
収
集
し
、
管
理
し
、
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

個
人
情
報
の
利
用
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、
自
己
情
報
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
要
請
と
を
調
整
す
る
た
め
、度
会
町
個
人
情
報
保
護
条
例
が
、

平
成
15
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

◆
収
集
の
制
限

個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き
は
、
取
扱
事
務
の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
適
法
・
公
正
な
手
段
で
本

人
か
ら
集
め
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

◆
利
用
お
よ
び
提
供
の
制
限

個
人
情
報
は
収
集
目
的
に
合
っ
た
利
用
を
し
ま
す
。『
目
的
外
利
用
』

や
『
外
部
提
供
』
を
行
う
場
合
に
は
『
本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
』『
法

令
に
定
め
が
あ
る
と
き
』
な
ど
一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
適
正
な
管
理

個
人
情
報
は
正
確
で
最
新
な
も
の
と
し
、
漏
え
い
防
止
な
ど
適
正
な
管

理
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。
ま
た
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務
を
外

部
に
委
託
す
る
場
合
に
は
、
委
託
の
条
件
や
内
容
に
つ
い
て
、
保
護
す
る

た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

◎
目　

的

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い

の
事
項
を
定
め
、
個
人
情
報
の
開

示
な
ど
を
請
求
す
る
権
利
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の

権
利
利
益
を
保
護
し
ま
す
。

◎
個
人
情
報
と
は

個
人
に
関
す
る
特
定
の
情
報
で
、

文
章
、
図
面
、
磁
気
テ
ー
プ
な
ど

の
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

◎
こ
の
制
度
を
実
施
す
る
機
関

町
長
、
議
会
、
教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、

農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
で
す
。

◎
責　

務

▽
実
施
機
関

こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
必

要
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

▽
事
業
者

個
人
情
報
の
保
護
の
重
要
性
を

認
識
し
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
権
利
・

利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
町
の
施
策
に
協

力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

▽
町
民

個
人
情
報
の
保
護
の
重
要
性
を

認
識
し
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
町
の
施
策
に
協
力
す
る
と
と

も
に
、
他
人
の
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
権
利
・

利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
個
人
情
報
保
護
制
度
の
窓
口

総
合
窓
口
は
役
場
企
画
広
報
課

で
行
い
ま
す
。
ま
た
個
人
情
報
を

取
り
扱
っ
て
い
る
事
務
を
登
録
簿

に
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

☆
個
人
情
報
を

保
護
す
る
た
め
に

◆
自
分
の
情
報
を
確
認
し
た
い
と
き

誰
で
も
、
実
施
機
関
に
対
し
、
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
自
己
に
関

す
る
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
請
求
の
方
法

個
人
情
報
保
護
制
度
の
窓
口
（
役
場
企
画
広
報
課
）
で
所
定
の
申
請
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
国
民
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
誰
で
も
自
分
の
情
報
の

開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
な
ど
の

請
求
が
で
き
ま
す
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～大切な個人情報を守ります～

度会町個人
◆
開
示
・
非
開
示
の
決
定

開
示
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
原
則
と
し
て
請
求
書
を
受
理
し
た
日
か
ら

15
日
以
内
に
、
訂
正
・
削
除
・
利
用
停
止
に
つ
い
て
は
、
30
日
以
内
に
決

定
し
、
文
章
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全
部
、
ま
た
は
一
部
を
開
示
で
き
る
と
き
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
開
示
で

き
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

非
開
示
や
訂
正
・
削
除
・
利
用
停
止
拒
否
の
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
記

入
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
開
示
の
方
法
と
費
用
負
担

開
示
の
方
法
は
、
公
文
書
の
閲
覧
か
そ
の
写
し
の
交
付
の
い
ず
れ
か
に

な
り
ま
す
。
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は

実
費
（
白
黒
コ
ピ
ー
は
１
枚
に
つ
き
10
円
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
不
服
の
申
し
立
て

個
人
情
報
を
開
示
で
き
な
い
、
訂
正
で
き
な
い
な
ど
の
決
定
に
不
服
が

あ
る
と
き
は
、
60
日
以
内
に
不
服
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

不
服
申
し
立
て
が
あ
る
と
、
実
施
機
関
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な

る
『
個
人
情
報
保
護
審
査
会
』
の
意
見
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
て

不
服
申
し
立
て
に
対
す
る
裁
決
・
決
定
を
行
い
ま
す
。

◆
そ
の
他

開
示
請
求
の
公
文
書
は
、
度
会
町
情
報
公
開
条
例
の
施
行
日
（
平
成
13

年
４
月
１
日
）
以
後
に
作
成
し
、
ま
た
は
取
得
し
た
公
文
書
が
適
用
と
な

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
広
報
課
（

６
２

―
２
４
２
１
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

個
人
情
報
開
示
な
ど
の
手
続
き

〜 

請
求
か
ら
開
示
ま
で 

〜

請求者
窓口（役場企画広報課）
受付・相談

非開示、一部開示、
訂正・削除・利用停止決定通知書

開示の実施
写しの交付

開示決定通知書
訂正・削除・
利用停止決定通知書

請求
本人確認 請求書の送付

納得

再決定

答申 諮問

不服の申し立て
開示決定通知書
の持参

各実施機関
（受理・決定）

請求者

各実施機関

請求者

請求者個人情報保護審査会

窓口（役場企画広報課）
本人・確認
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生活習慣に関する
アンケート結果報告 Vol. １

平成１４年１１月に実施した『生活習慣に関するアンケート』の結果が出まし

たので報告します。

アンケートは平成１４年１０月現在で２０歳～６９歳の全住民５８６１人を地

区・年代・性別で分け、それぞれの人口の２０％、１１６７人を対象に実施しま

した。有効回答者数は６１７人、回答率５３．０％（男性４３．８％、女性５６．２％）

でした。

質問項目が多いので、各ポイントを抜粋し、報告していきます。

今回は『健康についての意識』と『運動について』を報告します。

生活習慣に関する
アンケート結果報告

よく知っている
まあまあ知っている
あまり知らない
知らない
無回答

かなり健康
まあまあ健康
あまり健康ではない
健康ではない
無回答

かなりあった
まあまああった
あまりなかった
なかった
無回答

よく知っている
まあまあ知っている
あまり知らない
知らない
無回答

ここ２～３ヶ月の自分の健康度自分の血圧を知っている人の割合

高血圧が脳卒中の原因の一つと知っている人の割合健康相談や教育を受ける機会の有無

14.1％14.1％14.1％

68.9％68.9％68.9％

27.2％27.2％27.2％

48.1％48.1％48.1％

9.4％9.4％9.4％

44.2％44.2％44.2％

39.4％39.4％39.4％

9.2％9.2％9.2％

23.3％23.3％23.3％

29.0％29.0％29.0％

38.8％38.8％38.8％

15.7％15.7％15.7％

7.0％7.0％7.0％
1.9％1.9％1.9％

13.0％13.0％13.0％

2.3％2.3％2.3％
1.8％1.8％1.8％

5.5％5.5％5.5％
1.6％1.6％1.6％2.4％2.4％2.4％
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ない

週３回以上 週１～２回程度 月１～２回程度 ほとんどしない

肥満
高血圧
高血糖
中性脂肪
肝臓
腎臓
貧血
その他

現在の健康上の問題

健診を受けたことのない人（年代別実数）

定期的な運動の習慣

20％ 40％ 60％ 80％ 100％0％
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50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

0

2

4
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12

20歳代

20歳代
男性

30歳代
男性

40歳代
男性

50歳代
男性

60歳代
男性

20歳代
女性

30歳代
女性

40歳代
女性

50歳代
女性

60歳代
女性

男

30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

女

女
　
　
　
性

男
　
　
　
性

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

回
答
者
の
80
％
以
上
の
人
が
、
自

分
は
『
か
な
り
健
康
』『
ま
あ
ま

あ
健
康
』
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
伺
え
ま
す
が
、
次
の

よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
健
診
を
受
け
る
と
40
代
以
上
の

人
が
異
常
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
る

※
高
血
圧
、
血
糖
が
高
い
、
中
性

脂
肪
が
高
い
な
ど
の
、
生
活
習
慣

病
の
人
が
多
く
な
る
。

・
20
代
、
30
代
の
女
性
は
健
診
を

受
け
て
い
な
い
人
が
多
い

※
専
業
主
婦
な
ど
で
健
診
を
受
け

る
機
会
が
少
な
い
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。

生
活
習
慣
病
は
症
状
が
表
わ
れ

に
く
く
、
症
状
を
自
覚
し
た
と
き

に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
る
状
態

が
多
い
の
で
健
診
を
受
け
、
定
期

的
な
運
動
な
ど
を
し
て
、
生
活
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

次
回
Ｖ
ｏ
ｌ
．
２
で
は
『
食
習

慣
に
つ
い
て
』
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（

６
２
―
１
１
１
２
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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○
継
続
協
議
項
目

前
回
か
ら
の
継
続
協
議
項
目
に

つ
い
て
の
協
議
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①
合
併
の
期
日
に
つ
い
て

平
成
17
年
３
月
末
ま
で
の
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
、
す
べ
て
の

手
続
き
完
了
を
目
標
と
す
る
。

②
新
市
の
名
称
に
つ
い
て

公
募
を
原
則
と
し
、
募
集
条
件

等
は
設
け
な
い
こ
と
と
す
る
。

③
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い

て庁
舎
の
利
用
方
式
は
総
合
庁
舎

方
式
を
前
提
と
す
る
。

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

新
市
建
設
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と

と
し
、
合
併
直
後
の
本
庁
は
現
役

場
庁
舎
の
１
箇
所
に
置
く
。

④
財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て

現
町
村
の
特
色
あ
る
普
通
財
産

わ
が
町
の
合
併
を
考
え
る

わ
が
町
の
合
併
を
考
え
る

『
多
気
町
・
明
和
町
・
勢
和
村
・
玉
城
町
・

度
会
町
任
意
合
併
協
議
会
』

第
2
回
協
議
会
が

度
会
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

去
る
５
月
８
日
、
度
会
町
役
場
に
お
い
て
『
第
２
回
多
気
町
・

明
和
町
・
勢
和
村
・
玉
城
町
・
度
会
町
任
意
合
併
協
議
会
』
が
開

催
さ
れ
、
合
併
に
向
け
て
合
意
を
必
要
と
す
る
項
目
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

以
外
は
、
す
べ
て
新
市
に
引
き
継

ぐ
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

⑤
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い
に
つ
い
て

引
き
続
き
継
続
協
議
と
す
る
。

○
新
規（
提
案
）協
議
項
目

今
回
新
た
に
提
案
さ
れ
た
次
の

項
目
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
で
協

議
の
う
え
、
次
回
以
降
の
協
議
会

で
議
論
さ
れ
ま
す
。

①
地
方
税
の
取
扱
い
（
そ
の
１
）

に
つ
い
て

②
消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い
て

③
広
報
広
聴
関
係
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

④
人
権
対
策
事
業
の
取
扱
い
に
つ

い
て

⑤
高
齢
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

⑥
ご
み
処
理
関
係
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

⑦
環
境
対
策
事
業
の
取
扱
い
に
つ

い
て

⑧
そ
の
他
の
事
業
（
そ
の
１
）
の

取
扱
い
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
任
意
合
併
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
協
議

会
だ
よ
り
『
輝
き
通
信
』
を
各
戸

配
布
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

h
ttp

:
/
/
w

w
w

.p
r
o
je

c
t-

g
o
-

g
a
p
p
e
i.jp

日
本
郵
政
公
社
で
は
、
平
成
16

年
４
月
採
用
の
郵
政
一
般
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

６
月
16
日
（
月
）
〜

６
月
30
日
（
月
）

▽
注
意
事
項

①
申
込
書
の
提
出
は
郵
送
（
配
達

記
録
扱
い
）
に
限
り
ま
す

②
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
の
通
信

日
付
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す

③
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
試
験

地
、
試
験
の
区
分
（
職
種
・
地

域
）
は
１
つ
に
限
り
、
併
願
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

④
申
込
書
が
受
理
さ
れ
た
後
は
、

試
験
の
区
分
の
変
更
は
で
き
ま

せ
ん

▽
試
験
日
程

・
第
１
次
試
験　

９
月
14
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験　

10
月
24
日
（
金
）

〜
11
月
７
日
（
金
）
の
う
ち
指

定
す
る
日
（
第
１
次
試
験
合
格

者
に
通
知
）

▽
受
験
資
格

・
内
務　

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜

昭
和
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
・
外
務　

昭
和
48
年
４
月
２
日
〜

昭
和
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

郵
政
一
般
職
員
を
募
集

日
本
郵
政
公
社

人
※
国
家
公
務
員
法
第
３
８
条
の
規

定
に
よ
り
国
家
公
務
員
と
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
こ
の
試
験
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
資
料
請
求

は
、
最
寄
の
郵
便
局
ま
で
。

無
料
相
談
所
を
開
設

三
重
県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部

三
重
県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部

で
は
『
相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど

の
不
動
産
登
記
全
般
、
会
社
の
設

立
・
増
資
・
役
員
の
変
更
な
ど
の

商
業
登
記
全
般
、
自
己
破
産
・
調

停
・
個
人
再
生
手
続
き
、
法
律
扶

助
の
方
法
、
訴
え
、
そ
の
他
裁
判

所
提
出
書
類
作
成
』
な
ど
、
皆
さ

ん
が
か
か
え
て
い
る
身
近
な
問
題

に
つ
い
て
、
無
料
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

▽
開
設
日
時　

７
月
27
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
開
設
場
所　

阿
児
ア
リ
ー
ナ

（
志
摩
郡
阿
児
町
神
明
）

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
伊
勢
支
部
（

２
１
―
３
１

２
０
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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▽
事
務
職　
　
　
　
　

若
干
名

▽
保
育
士　
　
　
　
　

若
干
名

▽
保
健
師　
　
　
　
　

若
干
名

◎

受　

験　

資　

格

▽
町
内
に
住
所
を
有
し
、
引
き
続

き
町
内
に
居
住
す
る
人
（
た
だ

し
、
就
学
の
た
め
一
時
町
外
に

転
出
し
て
い
る
人
は
受
験
可
）

▽
事
務
職
・
保
育
士　

昭
和
55
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
保
健
師　

昭
和
43
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

▽
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条
（
欠
格
事
項
）
に

該
当
し
な
い
人

▽
保
育
士
お
よ
び
保
健
師
に
つ
い

て
は
、
当
該
資
格
を
有
す
る
人
、

ま
た
は
平
成
16
年
３
月
末
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人

◎
受
験
申
込
お
よ
び
受
付
期
間

▽
受
験
申
込
書
受
付
期
間

平
成
15
年
７
月
２
日
（
水
）
〜

平
成
16
年
度
採
用
予
定

度
会
町
職
員
を
募
集

◎
採
用
職
種
お
よ
び

採
用
予
定
人
員

７
月
24
日（
木
）必
着（
た
だ
し
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

▽
提
出
先　

度
会
町
役
場
総
務
財

政
課

▽
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書
（
試
験
日
前
３
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
貼
付
）

②
自
筆
履
歴
書
（
試
験
日
前
３
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
貼
付
）

③
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
）
証
明
書

④
最
終
学
校
成
績
証
明
書

※
高
等
学
校
在
学
中
の
人
は
、
提

出
書
類
の
う
ち



に
つ
い
て

は
、
全
国
高
等
学
校
統
一
応
募
用

紙
〔
そ
の
１
（
履
歴
書
）
そ
の
２

（
調
査
書
）〕
を
使
用

▽
保
育
士
お
よ
び
保
健
師
の
追
加

書
類

・
当
該
資
格
（
取
得
見
込
み
）
証

明
書

◎

試　

験　

科　

目

教
養
試
験
お
よ
び
面
接
試
験
等

（
教
養
試
験
は
、
公
務
員
と
し
て

必
要
な
一
般
知
識
お
よ
び
知
能
に

つ
い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試

験
）

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
の

日
に
ち
な
み
、
町
で
は
法
務
局
係

官
と
町
内
の
委
員
さ
ん
に
よ
る『
特

設
人
権
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

日
常
生
活
に
お
い
て
人
権
に
関

す
る
困
り
ご
と
で
お
悩
み
の
人
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
行
政
相
談
委
員
さ
ん
に
よ
る

行
政
相
談
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
27
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

町
中
央
公
民
館

▽
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
法
務
局
職
員

※
詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
戸
籍

住
民
係
（

６
２
―
２
４
１
１
）

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
職
員（
税
務
大
学
校
生
）

募
集

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
税
務

職
員
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

試
験
（
税
務
）
の
合
格
者
か
ら
採

用
さ
れ
ま
す
。

税
務
職
員
に
は
仕
事
の
性
質
上
、

豊
か
な
人
間
性
と
高
度
な
専
門
知

識
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
採
用
さ
れ
た
人
は
採
用
と
同

時
に
税
務
大
学
校
普
通
科
に
入
校

し
、
大
学
水
準
の
教
養
と
税
務
職

員
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
を
習

得
す
る
た
め
の
教
育
を
受
け
ま
す
。

税
務
大
学
校
を
卒
業
す
る
と
、

各
税
務
署
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
税

務
署
に
お
い
て
は
、
納
税
義
務
者

で
あ
る
個
人
や
会
社
な
ど
を
訪
れ

て
、
適
正
な
申
告
が
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
の
調
査
・
検
査
お
よ

び
申
告
に
関
す
る
指
導
な
ど
の
事

務
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
受
験
資
格　

昭
和
58
年
４
月
２

日
〜
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

▽
試
験
日
程
等

☆
受
験
申
込
受
付
期
間
…
７
月
１

日
（
火
）
〜
７
月
８
日
（
火
）

☆
第
１
次
試
験
日
…
９
月
７
日（
日
）

☆
第
２
次
試
験
日
…
10
月
16
日（
木
）

〜
10
月
23
日
（
木
）
の
う
ち
『
第

１
次
試
験
合
格
通
知
書
』
で
指

定
す
る
日

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
伊

勢
税
務
署
（

２
８
―
３
１
９
１
）

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

◆
第
１
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

三
重
県
町
村
会
が
実
施
す
る
県

内
町
村
統
一
試
験
に
よ
る

▽
実
施
日　

平
成
15
年
９
月
21
日

（
日
）

▽
受
付　

午
前
９
時
10
分
〜
９
時

40
分

▽
筆
記
試
験　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

県
立
松
阪
工
業
高
等
学

校
◆
第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
等
）

日
時
お
よ
び
場
所
は
第
１
次
試

験
合
格
者
に
通
知

◎

給　
　

与　
　

等

度
会
町
職
員
給
与
条
例
に
よ
り

支
給◎

採

用

予

定

日

平
成
16
年
４
月
１
日

◎

そ　
　

の　
　

他

申
込
書
、
受
験
案
内
書
、
試
験

会
場
案
内
図
、
履
歴
書
用
紙
は
役

場
総
務
財
政
課
で
交
付
し
ま
す
。

履
歴
書
の
記
入
に
あ
た
っ
て
、

前
職
が
あ
る
場
合
は
職
種
・
職
務

内
容
を
記
入
す
る
こ
と
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
財
政
課

（

６
２
―
１
１
１
１
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町
美
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
４
月

か
ら
白
色
ト
レ
イ
の
分
別
収
集
を

開
始
し
ま
し
た
が
、
回
収
で
き
な

い
ト
レ
イ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ

る
と
き
は
、
次
の
事
項
に
注
意
し

て
、
緑
色
の
網
袋
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

◎
回
収
で
き
る
ト
レ
イ

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
で
色
刷
り

し
て
い
な
い
白
色
ト
レ
イ
で
き
れ

い
に
洗
っ
て
あ
る
も
の
。

◎
回
収
で
き
な
い
ト
レ
イ

色
刷
り
、
柄
刷
り
の
ト
レ
イ
お

よ
び
き
れ
い
に
洗
っ
て
な
い
も
の
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
施
設
課

（

６
２
―
２
４
１
５
）
ま
た
は
、

町
美
化
セ
ン
タ
ー
（

６
２
―

０
２
４
９
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

分
別
収
集
で
き
る

白
色
ト
レ
イ
の
見
分
け
方

回収できる
白色トレイ

回収できない
トレイ

町
美
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
表
の

と
お
り
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
に
ご

み
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

※
度
会
町
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
記
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
施
設
課

（

６
２
―
２
４
１
５
）
ま
た
は
、

町
美
化
セ
ン
タ
ー
（

６
２
―
０

２
４
９
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

収集日 燃えるごみの収集地区 プラスチック容器包装類の
収集地区

　７月２１日
一之瀬地区・小川郷地区・
棚橋区

中川地区・内城田地区
（棚橋区を除く）

　９月１５日
一之瀬地区・小川郷地区・
棚橋区

中川地区・内城田地区
（棚橋区を除く）

１０月１３日
一之瀬地区・小川郷地区・
棚橋区

中川地区・内城田地区
（棚橋区を除く）

平成１６年

　１月１２日
一之瀬地区・小川郷地区・
棚橋区

中川地区・内城田地区
（棚橋区を除く）

 ※美化センターの一般ごみ受入時間　午前８時３０分～午後４時３０分
 （ただし、正午～午後１時までの搬入を除く）

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
の
ご
み
収
集
日

県
に
お
い
て
、
三
重
県
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
松
阪
・
紀
勢
圏

域
）
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、

ご
意
見
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▽
素
案
の
閲
覧
場
所

・
役
場
建
設
課

・
三
重
県
県
土
整
備
部　

都
市
基

盤
チ
ー
ム

・
各
県
民
局　

企
画
調
整
部

▽
ご
意
見
募
集
期
限　

７
月
２
日

（
水
）

※
ご
意
見
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

は
、
三
重
県
県
土
整
備
部　

都
市

基
盤
チ
ー
ム
ま
で
。

・

０
５
９
―
２
２
４
―
２
７
１

８
・
Ｆ
ａ
ｘ
０
５
９
―
２
２
４
―
３

２
７
０

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tosh
ik

i@
p
ref.m

ie.jp

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.m
ie.jp

/

toshiki/hp/tokei/index.htm

※
素
案
の
閲
覧
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
で
き
ま
す
。

三
重
県
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
素
案
）へ
の
ご
意
見
を
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鮎
あゆ

の塩焼き定食　期間限定９００円
『バザールわたらい』では、天然鮎にこだわった『鮎の

塩焼き定食』を６月中旬から始めます。

暑い夏の日には新鮮な鮎を、お吸物や冷や奴と一緒に、

ガブリといただきましょう。

※天然鮎を使用していることから、河川の増水などで仕入

れができないことがあるので、あらかじめバザールわたら

いにお電話ください。

バザールわたらい　６３－０３３３

宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
内
の

『
遊
水
プ
ー
ル
・
鏡
』
は
開
設
８

年
目
を
迎
え
、
今
年
も
７
月
の
第

１
・
第
２
の
土
・
日
曜
日
に
営
業
、

本
格
的
に
は
７
月
19
日
（
土
）
か

ら
８
月
31
日
（
日
）
の
間
、
営
業

い
た
し
ま
す
。
開
場
は
午
前
９
時

30
分
か
ら
で
、
午
後
４
時
ま
で
ご

営業時間　午前９時30分～午後６時

オーダーストップ　午後５時30分

定休日　毎週水曜日

利
用
で
き
ま
す
。

６
種
類
の
プ
ー
ル
が
揃
う
本
格

的
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
で
楽
し
く
遊

び
ま
し
ょ
う
。

※
悪
天
候
の
場
合
や
、
水
温
な
ど

が
基
準
に
達
し
な
い
場
合
は
、
期

間
内
で
あ
っ
て
も
営
業
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
プ
ー
ル
営
業
日

☆
７
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

☆
７
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

☆
７
月
19
日
（
土
）
〜
８
月
31

日
（
日
）

◎
プ
ー
ル
営
業
時
間

☆
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

◎
利
用
料
金

☆
大
人　
　
　

７
０
０
円

☆
小
中
学
生　

４
０
０
円

☆
乳
幼
児　
　

２
０
０
円

※
町
内
の
小
中
学
生
に
は
、
割
引

制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
遊
水
プ
ー
ル
・
鏡

管
理
棟
内　

町
教
育
委
員
会
施
設

課
（

６
３
―
０
０
０
５
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

遊
水
プ
ー
ル
・
鏡

７
月
５
日（
土
）
オ
ー
プ
ン
！

昨年４月より、一新しました『バザールわたら
い産直市』ですが、皆さまのおかげをもちまして
１周年を迎えることができました。
お客さまの嬉しいご意見もあり、５月より本格
的に月２回開催することとなりました。
引き続き、地域の生産者が消費者の皆さまに新
鮮で安心な地場産品を提供できる場をつくってい
きたいとの願いとともに、メンバー全員の地域行
動にかける思いにご理解をいただき、ぜひ、ご来
店くださいますようお願い申し上げます。
開催日時　毎月第１、第３日曜日（１２月のみ
第１、第４日曜日に変更）　午前９時～午前１１
時
開催場所　宮リバー度会パーク内バザールわた
らい
※詳しくは、バザールわたらい産直市　代表　若
宮美和子（６２－０５５３）まで、お問い合わ
せ下さい。

『バーザルわたらい産直市』
月２回開催

第１、第３日曜日
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度会高校を　　紹介

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
皆
さ

ん
が
、
税
の
役
割
や
納
税
の
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
『
税
に
関
す
る
高
校

生
の
作
文
』
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

９
月
８
日
（
月
）

▽
応
募
資
格　

高
校
生
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

▽
応
募
点
数
お
よ
び
字
数　

１
人

１
編　

３
０
０
０
字
以
内

▽
応
募
方
法　

作
文
の
末
尾
に
応

募
者
の
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、

学
年
、
学
校
の
所
在
地
を
記
入

税
に
関
す
る

高
校
生
の
作
文
を
募
集

し
て
伊
勢
税
務
署
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い

▽
表
彰　

優
秀
作
品
に
は
、
国
税

庁
長
官
賞
、
名
古
屋
国
税
局
長

賞
、
税
務
署
長
賞
を
贈
呈
し
ま

す
▽
発
表　

上
位
優
秀
作
品
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
税
庁
、
国
税
局
、

税
務
署
が
作
成
す
る
広
報
紙
な

ど
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
各
種
広

報
紙
等
に
掲
載
し
、
広
く
発
表

し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
税
務
署
（


２
８
―
３
１
９
１
）
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
で
は
、
平
成
15
年
度

第
２
学
期
（
10
月
）
の
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る

正
規
の
大
学
で
す
。

▽
出
願
期
間　

６
月
15
日
（
日
）
〜

８
月
31
日
（
日
）

▽
学
生
種
類

・
全
科
履
修
生
（
18
歳
以
上
）

・
選
科
履
修
生
（
15
歳
以
上
）

・
科
目
履
修
生
（
15
歳
以
上
）

▽
学
習
方
法　
『
自
宅
の
テ
レ
ビ

で
授
業
を
受
け
る
』方
法
と『
放

送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー
で

放
送
大
学
入
学
生
を
募
集

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
を
利
用
し

て
学
習
す
る
』
方
法
の
２
と
お

り
が
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
資
料
請
求

は
、
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
５
１
４
―
０
０
６
１　

津
市

一
身
田
上
津
部
田
１
２
３
４
番
地

　

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内　



０
５
９
―
２
３
３
―
１
１
７
０
）

ま
で
。

三重県立度会高等学校は昭和２３年７月、三重県立明野高等学校内城田分校として生
まれました。
以来伝統ある歴史の流れとともに地域の高等学校として成長した『度会』のイニシャ

ル『Ｗ』が校章制作の基盤と考えられました。
イニシャル『Ｗ』は、人の『和』のシンボルとし、『Ｗ』の両側斜線は母なる宮川と

一之瀬川の合流を意味し、地域の善良なる学究者の集結により、新しい『人間づくり』に励む姿を現しています。
『高』の文字は、地域に支えられた高校生として、規律ある生活態度を身につけた凛々しくひきしまった口も
とを示し、世紀の若者として大きく伸びることが願われています。

度会高校陸上部は、４年前に部員たちの陸上に対する熱い気
持ちによって復活した部活です。
石拾いや草引き、トラックづくりなどグラウンド整備からは

じめた当時は、大会に出場するのも困難な状態でしたが、先輩
たちの想いは受け継がれ、現在、陸上部は東海大会、全国大会
に向けて練習に励んでいます。
部をまとめるキャプテンの柴田佳樹さん（脇出）は「一人ひ

とりが毎日真剣に取り組み、雰囲気の良い元気な部活です。」
と、陸上部の良さを語ってくれました。

「陸上部は県内外の様々な学校と合同合宿などをして、交流とともに成長しています。もっといろいろなこと
を部員たちに伝えていきたいです。」と、部員たちの成長を願い、指導に燃える床辺敦紀監督。
副キャプテンの山本満さん（大野木）は「これからの大会になるべく多くの部員が出場できるようにがんばり

ます。」と、意気込みを語ってくれました。
度会高校陸上部の今後の活躍が期待されます。

度会高校　陸上部

校章の由来
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ドライバーに安全運転を呼びかける　街頭指導を実施

広
報
紙
『
広
報
わ
た
ら
い
』
で
は
、
７
月
以

降
に
満
１
歳
を
迎
え
る
子
ど
も
さ
ん
の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
企

画
広
報
課
（

６
２
―
２
４
２
１
）
ま
で
。

広
報
紙
『
広
報
わ
た
ら
い
』

わ
が
家
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
を
募
集
中

15年度 第１回区長会を開催

去る４月２５日、役場大会議室を会場に、今年度お世
話になる区長さん方にお集まりいただき、平成１５年度
の区長会を開催し
ました。
町の１５年度事
業の概要説明や各
担当課長からの依
頼・連絡事項に引き
続いて、意見交換会
が行われました。

春の全国交通安全運動期間中の去る５月１７日、サ
ニーロード大野木交差点付近で、『交通安全街頭指導』
を行いました。
伊勢交通安全協会度会支部、伊勢農業協同組合の職
員、警察官や町の職員など３０人の皆さんが参加して
『シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底』や
『飲酒運転の追放』などを啓発するチラシとともにエ
チケット袋などをドライバーの皆さんに配布して、安
全運転を呼びかけました。

可憐に咲く銀
ぎん

竜
りょう

草
そう

町内にひっそりと咲く、銀
ぎん

竜
りょう

草
そう

を紹介します。
銀竜草は落ち葉などがたまり、やや湿った山中の日陰地に生える腐生植物です。
４～８月に、茎が花を持ち上げながら、高さ８～２０

まで伸びます。
花が下を向き、うろこ状の葉に包まれた全体の姿から、

首を持ち上げた銀色の竜に見たてられたのが名前の由来
です。
全体が白色で、葉は薄いため、半透明に見え、その姿

から薄暗い林の中でも目をひき、幽霊のようなキノコを
思わせることから『幽

ゆう

霊
れい

茸
たけ

』ともいわれています。
山中で、もしこの花を見かけた場合は持ち帰ったりせ

ずに、その可憐な姿をそっと楽しむことをお勧めします。
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去
る
５
月
11
日
、
町
中
央
公
民

館
を
会
場
に
度
会
学
園
主
催
に
よ

る
『
平
成
15
年
度
第
１
回
青
年
学

級
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
青
年
学
級
』
は
、
知
的
に
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
た
ち

が
生
涯
学
習
や
余
暇
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
多
く
の
仲
間
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
豊
か
で
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
を
築
い
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
、

午
前
中
に
昼
食
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
み
ん
な
で
協
力

し
、
昼
食
を
つ
く
る
こ
と
に
、
目

を
輝
か
せ
あ
れ
や
こ
れ
や
と
、

様
々
な
仕
事
を
こ
な
し
ま
し
た
。

会
場
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で「
た

の
し
い
」「
お
い
し
く
で
き
あ
が

り
そ
う
」「
ま
た
つ
く
り
た
い
」

と
い
っ
た
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い

ま
し
た
。

昼
食
を
お
い
し
く
い
た
だ

い
た
あ
と
は
、
ク
ラ
ブ
に
分

か
れ
て
、
お
菓
子
作
り
や
、

運
動
、
音
楽
、
創
作
活
動
に

真
剣
に
取
り
組
み
、
一
日
を

楽
し
く
、
有
意
義
に
す
ご
し

ま
し
た
。

※
度
会
学
園
で
は
、
青
年
学

級
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
度
会
学
園
（

６

２
―
０
２
９
４
）
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
15
年
度
第
１
回

青
年
学
級
を
開
催

趣味
小学生のときに鮎しゃくりを父親に教え
てもらってからずっと続けていますが、ま
だまだ父親には勝てそうにありません。。

好きな
女性のタイプ

自分の意見がはっきりと言える人が好き
です。芸能人なら井川遥さんがタイプで
す。

将来の夢
鮎獲り名人としてテレビに出演すること
が夢です。現在、修業中ですがこの夢は必
ず叶えてみせます。

町の
好きなところ

度会町は川とともに生きることができる
町です。町外の人に「川の水がきれいだ」
と、ついつい自慢してしまいます。

町に
望むこと

清流宮川の水量回復を望みます。子どもの
ころに泳いでいた一之瀬川、宮川がよみが
えってほしいです。

森
もり

田
た

　哲
てつ

司
じ

 さん（和井野）　18歳／Ａ型
伊勢工業高等学校を卒業してベアリングの製造業に勤め

る社会人１年生です。これからは夜勤にも入らなくてはな

らないので、さらに大変です。

最近、阿藤快さんに似ているとよく言われます。

か

がやけ！

　

た
らい

　
びと
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茶の実句会抄　５月 15 日

西
野
た
け
し
指
導

農の
う

事じ

メ
モ
増ふ

え
て
八は

ち

十じ
ゅ
う

八は
ち

夜や

か
な

立　

岡　

牧　

明
子　

山や
ま

暮く

れ
て
さ
と
の
灯ひ

淡あ
わ

き
植う

え

田た

か
な

上
久
具　

柳
谷　

静
雄

新し
ん

樹じ
ゅ

光こ
う

う
な
づ
き
な
が
ら
鳩は

と

歩あ
る

く

棚　

橋　

山
本　

順　

友と
も

逝ゆ

き
て
柳

り
ゅ
う

絮じ
ょ

激は
げ

し
く
飛と

ぶ
日ひ

か
な

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

族う
か
ら

守も

る
一い

ち

枚ま
い

だ
け
の
田た

植う
え

え
か
な

麻
加
江　

北
村　

櫓
江

お
ぼ
ろ
夜よ

や
か
ら
く
り
多お

お

き
船ふ

な

箪た
ん

笥す

大
野
木　

串
田　

冬
扇

母は
は

の
日ひ

の
母は

は

に
黒く

ろ

髪か
み

あ
り
に
け
り

市　

場　

高
橋
花
寿
子

茶ち
ゃ

の
芽め

萌も

ゆ
見み

渡わ
た
す

す
畑は

た

の
縞し

ま

模も

様よ
う

棚　

橋　

田
畑　

サ
ダ

減塩料理
度会町食生活改善推進協議会

材料（４人分）

白身魚 ４切れ

（４００ｇ）

酒 大さじ１と３分の１

白みそ 大さじ２

みりん

Ａ 大さじ１と３分の１

すり白ごま 大さじ２

卵黄 １個

油 少々

レタス ８０ｇ

トマト １２０ｇ

白
身
魚
の

ご
ま
み
そ
焼
き

作
り
方

脳
血
管
疾
患
や
心
臓
病
を
防
ぐ

に
は
、
普
段
か
ら
減
塩
に
心
が
け
、

生
活
の
中
で
習
慣
化
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

旬
の
食
品
を
取
り
入
れ
る
、
だ

し
を
き
か
せ
る
、
焦
げ
目
を
つ
け

て
香
ば
し
さ
を
出
す
、
酸
味
や
香

辛
料
を
上
手
に
活
用
す
る
な
ど
を

し
て
、
塩
分
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。


白
身
魚
は
、
酒
を
ふ
り
か
け
て

お
く


Ａ
の
材
料
を
良
く
混
ぜ
合
わ
せ

る

白
身
魚
の
汁
気
を
拭
き
、
油
を

ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
入
れ
、

強
火
で
両
面
を
焼
き
固
め
、
取

り
出
す


オ
ー
ブ
ン
を
２
５
０
度
に
熱
し
、

白
身
魚
に

を
か
け
、
表
面
に

少
し
焦
げ
目
が
つ
く
ま
で
焼
く


レ
タ
ス
は
適
当
な
大
き
さ
に
ち

ぎ
り
、
皿
に
敷
き
、
焼
い
た
白

身
魚
を
の
せ
、
櫛
形
切
り
に
し

た
ト
マ
ト
を
添
え
る

シリーズ今夜の夕食

お茶づくりの苦労と喜びを学ぶ
一番茶摘みを体験

去る４月２８日、内城田小学校３年生６３人は、地場産

業を通じて農業体験をしました。

一番茶の手摘みという日ごろなじみのない作業に最初は

とまどっている様子でしたが、茶業組合の人から説明を受

け、しばらく摘み取りを続けるうちにあちらこちらで元気

な歓声があがりました。

子どもたちは、この体験を通じて自分たちの町のお茶づ

くりから、農業の苦労と喜びを感じ取りました。

※
お
断
わ
り

広
報
紙
『
広
報
わ
た
ら
い
』
５
月
号
『
広
報
文
芸
』
に
掲
載
し
ま
し
た
『
咲
き
満
ち

て
零
る
る
花
の
な
か
り
け
り
』
の
句
は
、
高
浜
虚
子
の
『
咲
き
満
ち
て
こ
ぼ
る
る
花
も

な
か
り
け
り
』
の
句
に
、
よ
く
似
て
い
る
の
で
削
除
し
ま
す
。　
　
　
　

茶
の
実
句
会
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お知らせ6月

June県では住民、各種団体、Ｎ
ＰＯ、企業の皆さんと自治体
との協働で男女が共にいきい
き暮らすことができるまちづ
くり事業を行っています。
その中で県南勢志摩県民局

では、次のテーマでこの事業
を一緒に企画し、実践してい
ただける人を募集します。
※チャ・チャ・チャとはＣｈ
ａｎｃｅ（機会）Ｃｈａｌｌ
ｅｎｇｅ（挑戦）Ｃｈａｎｇ
ｅ（変革）の上３文字Ｃｈａ
をとったもので県の男女共同
参画推進の３本柱です。
テーマ

☆多様なニーズに対応した子
育て支援

☆地域に応じた効果的な意識
啓発

☆セクハラ（性的いやがら
せ）・ドメスティックバイ
オレンス（夫婦・パートナー
間の暴力）への対策

☆その他の男女共同参画に関
すること

募集期限　６月２７日（金）
消印有効

応募方法　役場企画広報課
にある申込書に必要事項を
記入し、郵送または直接お
持ちください。なお、応募
状況により選考する場合も
あります

※詳しくは、役場企画広報課
（６２－２４２１）、または
県南勢志摩県民局生活環境部
生活環境創造チ―ム生活労働
グル―プ（２７－５１１９）
まで、お問い合わせください。

お
子
さ
ん
に
関
す
る
心
配
事
な

ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

役
場
健
康
福
祉
課
で
は
『
子
ど

も
相
談
』
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▽
開
催
日
時　

６
月
27
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
申
込
期
間　

６
月
19
日
（
木
）
〜

６
月
24
日
（
火
）

※
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▽
開
催
場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
員　

鶴
岡
弘
美
先
生
（
乳

幼
児
心
理
相
談
員
）

▽
対
象
者　

乳
幼
児
お
よ
び
小
・

中
学
生
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

▽
相
談
内
容　

育
児
、
こ
こ
ろ
と

身
体
、
落
ち
着
き
が
な
い
、
言

子
ど
も
相
談
を
開
催

葉　

な
ど

※
ご
相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
役
場
健
康
福
祉
課
（

６
２

―
２
４
１
３
）
ま
で
。

県
南
勢
志
摩
県
民
局
で
は
、
女

性
が
生
活
し
て
い
く
中
で
の
悩
み
、

心
配
事
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

る
、
専
用
電
話
を
開
設
し
ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

▽
相
談
受
付
日
時　

毎
週
水
曜
日
・

金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分

▽
相
談
内
容

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
身
体
的

な
こ
と
・
精
神
的
な
こ
と
な

ど
）

・
家
族
・
親
戚
、
子
ど
も
、
夫

婦
、
職
場
の
人
間
関
係

・
借
金
等
経
済
的
な
こ
と

・
異
性
と
の
こ
と

・
健
康
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
生
活
上
の
問
題
な
ど

☆
県
南
勢
志
摩
県
民
局

保
健
福
祉
部
児
童
家
庭
チ
ー
ム

女
性
の
悩
み
相
談
へ


２
７
―
５
３
０
４

女
性
の
悩
み
電
話
相
談
を
開
設

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』を
開
催

県
南
勢
志
摩
県
民
局
保
健
福
祉

部
で
は
、
専
門
医
・
保
健
師
に
よ

る
『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

毎
月
第
４
木
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

秘
密
厳
守
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
県
南
勢
志
摩
県
民
局
保
健
福

祉
部
生
活
支
援
グ
ル
ー
プ
（

２

７
―
５
１
３
９
）
ま
で
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集

財
団
法
人
三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
老
人
の
知
識

や
経
験
を
生
か
し
、
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
通
じ
自
ら
の
幸
せ
を
高
め
る
と

と
も
に
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り

に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
資
格　

60
歳
以
上
の
人

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
ま

で
。

チャ・チャ・チャ倶楽部
部員募集

～男女共同参画
まちづくり事業～
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おすすめします

中退共制度は、中小企業で
働く従業員のための退職金制
度です。
◎ 掛金の一部を国が助成し
ます
◎掛金は税法上、全額非課税
になります
◎加入前の過去勤務期間や転
職した場合に通算ができま
す
※詳しくは、退職金相談コー
ナー（０５２－６８１－８
９５１）まで、お問い合わせ
ください。

不
良
債
権
処
理
の
加
速
化
に
と

も
な
い
離
職
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
の

Ｑ 『度会町の木』として指定されている木は何でしょうか？

スギ　　　マツ　　　ヒノキ

※答えは裏表紙『度会町クイズの答え』をご覧ください。

度 会 町 ク イ ズ Vol.5 中退共制度
（中小企業退職金共済制度）

近時、家庭裁判所が取り扱
う離婚事件の増加や複雑困難
化にともない、子どもの福祉
を考えながら離婚事件の処理
を行う必要性が高まっていま
す。
家庭裁判所には、心理学、
社会学、教育学などの人間関
係諸科学を専門とする家庭裁
判所調査官が置かれています
が、その専門的な知識や技法
を活用して、子どもの調査、
親子関係の調整、関係機関と
の連絡調整を十分に行ったう
えで、子どもの福祉に配慮し
たより適切な解決を図ってい
ます。
※詳しくは、津家庭裁判所総
務課（０５９－２２６－４
１７１）まで、お問い合わせ
ください。

子どもの福祉と

家庭裁判所調査官

子
育
て
中
の
家
族
を
支
援
す
る

た
め
に
、
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
た

り
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
送
迎
を

し
た
り
す
る
『
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
』
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
程　

７
月
３
日
（
木
）、

４
日
（
金
）、
10
日
（
木
）、

11
日
（
金
）

▽
開
催
場
所　

小
俣
町
立
中
央
公

民
館

▽
募
集
人
数　

50
人
（
先
着
順
）

▽
募
集
開
始
日
時　

６
月
９
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら

▽
募
集
対
象　

全
講
座
受
講
で
き

る
人
で
、
講
座
終
了
後
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
で
き
る

人
▽
参
加
費
用　

無
料
（
登
録
時
保

険
料
と
し
て
５
年
分
２
０
０
０

円
が
必
要
で
す
）

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

▽
託
児　

要
予
約

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
小
俣
町
立
ゆ
り
か
ご
園
内　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（

２
９

―
０
５
５
２
）
ま
で
。

再
就
職
支
援
・
創
業
支
援
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

再
就
職
支
援
・
地
域
で
の
雇
用
の

受
皿
と
な
る
創
業
支
援
が
新
た
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

◎
雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業

不
良
債
権
処
理
の
影
響
に
よ
り

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
皆
さ
ん

の
た
め
の
総
合
的
再
就
職
支
援
対

策
で
す
。

雇
用
調
整
を
行
う
事
業
主
が
『
雇

用
調
整
方
針
』
を
作
成
し
、
そ
の

雇
用
調
整
方
針
の
対
象
と
な
っ
た

労
働
者
に
対
し
、
様
々
な
再
就
職

の
た
め
の
支
援
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
雇
用
調
整
を
考
え
て
い
る

事
業
主
の
人
は
、
三
重
労
働
局
職

業
対
策
課
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励

金高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
や
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
、
地
方
自
治
体
か
ら

の
受
注
業
務
な
ど
、
地
域
に
貢
献

す
る
事
業
を
行
う
法
人
を
設
立
し

（
設
立
前
に
事
業
計
画
の
認
定
が

必
要
で
す
）、
設
立
後
１
年
以
内

に
３
人
以
上
の
非
自
発
的
離
職
者

（
雇
用
調
整
方
針
の
対
象
者
な
ど
）

を
雇
入
れ
た
場
合
に
、
新
規
創
業

に
係
る
経
費
３
分
の
１
（
最
大
５

０
０
万
円
）
お
よ
び
労
働
者
の
雇

入
れ
（
30
歳
以
上
の
非
自
発
的
離

職
者
）
１
人
あ
た
り
30
万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
雇
用
調
整
方
針
に
つ
い
て
は
、

三
重
労
働
局
職
業
対
策
課
（


０
５
９
―
２
２
６
―
２
３
０

６
）
ま
た
は
、
最
寄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
で
。

・
雇
用
再
生
募
集
中
支
援
事
業
の

各
種
支
援
お
よ
び
地
域
雇
用
受

皿
事
業
特
別
奨
励
金
に
つ
い
て

は
、
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定

セ
ン
タ
ー
三
重
事
務
所
雇
用
再

生
本
部
（

０
５
９
―
２
２

１
―
２
２
２
２
）
ま
で
。
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おめでた

おくやみ

 h
ttp
://w
w
w
.ise-ics.co

.jp
/w
atarai/

 広
報
わ
た
ら
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

おめでた

度会町クイズの答え

４月中に届出のあった方（敬称略）

子の名前 保護者名 字名

玉腰琳
りん

太
た

郎
ろう

 隆　佳 注連指

中西　穣
じょう

 豊 棚　橋

中村　彩
あや

乃
の

 和　浩 棚　橋

山口　竣
しゅん

平
ぺい

 浩　司 棚　橋

●問い合わせは、町保健センター（62－1112）まで●

３歳６か月児健康診査
７月２日（水）

受　付：午後１時 10分～１時 30分
場　所：町保健センター
対　象：平成11年11月・12月生まれの

お子さん

保健だより掲示板保健だより掲示板

乳児健診および育児相談
７月30日（水）

受　付：午後１時 30分～２時 30分
場　所：町保健センター
乳児健診の対象
原則として
・２か月児健診
平成15年５月生まれのお子さん

・７か月児健診
平成14年12月生まれのお子さん

・12か月児健診
平成14年７月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として奇数月生
まれの１歳までのお
子さん

いきいきライフ教室
７月３日（木） 注連指農事集会所
 坂井公民館
７月８日（火） 長原公民館
７月10日（木） 大久保改善センター
 南中村公民館
７月15日（火） 田間公民館
７月17日（木） 日向集会所
 牧戸公民館
７月24日（木） 一之瀬公民館
 南中村公民館
時　間：午後１時30分から
内　容：健康体操、健康相談、レクリ

エーションなど

▽前号からデザインをリニューアル

しました広報紙『広報わたらい』。

いかがでしょうか！色は試行錯誤の

結果「やはり度会町は緑だ」という

ことで前デザインに引き続き緑色と

なりました。町の山、お茶、田畑を

表しています。緑豊かな町の広報紙

『広報わたらい』をお楽しみください。

離乳食教室（初期・中期）
７月１日（火）

時　間：午前９時 30分～正午ごろ
場　所：町保健センター
対　象：平成 15年１月１日～平成 15

年４月 30 日生まれのお子さ
んを持つ保護者

胃ガン検診
７月８日（火）

場　　所：ＪＡ伊勢度会支店一之瀬

受付時間：午前８時～ 10時

申し込み：６月 30 日（月）～７月４日

（金）に町保健センター

栄　養　教　室
７月29日（火）

時　間：午前 10時～午後３時
場　所：町保健センター

●問い合わせは、町子育て支援センター（62－1112）まで●

子育て支援センター掲示板子育て支援センター掲示板

遊びのおやこサークル

７月９日（水）　《ひよこグループ》 
７月10日（木）　《うさぎグループ》
時　間：午前10時～正午ごろ
場　所：町子育て支援センター（町保

健センター棟内）
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

７月３日（木）
７月17日（木）
時　間：午前10時～正午
場　所：町子育て支援センター（町保

健センター棟内）
対　象：保育所に行っていないお子さん

すくすくタイム（わたっこ広場開放と同時開催）

７月３日（木） 時　間：午前10時～10時15分 内　容：絵本の読み聞かせ
７月17日（木） 時　間：午前10時～10時15分 内　容：子育て講話

４月中に届出のあった方（敬称略）

 名　前　 年齢 字名

奥野　都藏 ９３ 小　川

坂本　安正 ６４ 大久保

中村　良助 ７２ 平　生

亀田　弘美 ７４ 麻加江

福井　明子 ６２ 大野木

羽根お　み ８０ 大久保

６月の町税
町 県 民 税　第１期
国民健康保険税　第２期

町のうごき
人　口　男　4,598（＋ 3） 出生　 4

女　4,881（＋ 7） 死亡　 6
計　9,479（＋10） 転入　39

世帯数2,701（＋ 5） 転出　27

平成15年４月30日現在
（　　）内は前月比

▽『度会町クイズＶｏｌ．５』『度

会町の木』として指定されている木

は何でしょうか？の答えです。

　町では『町の木選定委員会』を設

置し、町民の皆さんから募集した

１０６８点の中から審査の結果『ヒ

ノキ』を選定し、昭和５４年５月

１８日、『ヒノキ』が町の木に指定

されました。

　答えは『③ヒノキ』です。

婦人ガン検診および骨密度測定
７月31日（木）

場　　所：一之瀬小学校体育館

受付時間：

・乳ガン 午後１時～２時30分

・子宮ガン 午後１時～２時

・骨密度測定 午後１時～２時30分

申し込み：７月７日（月）～７月16日

（水）に町保健センター

メールでの相談も受け付けています　メールアドレス　wata‐ko@amigo2.ne.jp


